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第 1章 業務概要 

1-1  業務概要 

1）業務の目的 

わが国の水源地域は、国民の生活や産業の基礎となる水資源を育む「水の里」として、また、

水と森に彩られた日本の原風景としてその維持・保全が重要ですが、近年の産業構造の変化に

伴う過疎化や高齢化が進行し、集落や地域社会の衰退が進み、水の里や原風景を支え育むとい

う役割が担いにくくなっている。 
このような水源地域の機能や役割を維持・保全し、地域の活性化を図るためには、地域産業

としての観光振興や地域の産品の販売促進が鍵であるものの、多くの水源地域では、優れた観

光資源や地域ならではの産品を地域活性化に活かすための人材、ノウハウ、財源等が十分でな

い場合が多いのが現状である。特に、地域の資源や特産品を販売促進するためのブランドの形

成やプロモーションは、全国の水源地域の共通の課題となっている。 
このようなことから、本業務は、地域が有している潜在的な観光資源や特産品を発掘し、全

国市場への販売促進を支援するための共同のプロモーションの仕組みを構築することを目的

として、昨年度行われた試行（①水の里の旅コンテスト2010、②水の里特産品の情報収集等）

の成果を十分に活用しながら、その充実に努め、水源地域の観光資源や特産品等の効果的な共

同プロモーションを検討・実施するとともに、今後の持続可能な仕組みの構築を実現するため

の検討を行った。 
 

2）業務名 

平成22年度水源地域共同プロモーション支援方策調査業務 

 

3）実施場所 

全国（水源地域） 
 

4）工 期 

自）  平成 22年 5月 21日 

至）  平成 23年 3月 10日 
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1-2  業務内容 

1）業務項目 

本業務の業務項目を表-1.2.1 に示す。 

 

表-1.2.1 業務項目一覧 

項目 細別 単位 数量 

1)「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コン

テスト 2010」の全応募企画の整理と活用方策

の検討 
式 1 

1.観光のプロモーション等に関する業務 
2)コンテスト 2010 の受賞企画のプロモーショ

ンの検討 式 1 

1)特産品情報の収集、整理、活用 式 1 
2.特産品のプロモーション等に関する業

務 
2)流通業界との連携による試行的取り組み 式 1 

3.持続的な仕組み(事業スキーム)の検討  式 1 

4.水源地域(水の里)の共同プロモーショ

ンに関する検討会及び専門委員会の

開催 
 式 1 

5.報告書作成  式 1 

6.打合せ  回 3  
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2）業務のフローチャート 

業務の流れを図-1.2.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.2.1 業務フロー図 

 

3）実施内容 

（1）計画準備 

業務の目的・主旨及び設計図書に示す業務内容を把握し、業務計画書を作成し提出した。 

 

（2）観光のプロモーション等に関する業務 

  ①「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画の整理と活用方策の検討 

昨年度実施した「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画(68

件)について、①全応募企画の分析・整理、②水源地域や水文化ならではの魅力や特色を活か

した着地型旅行企画を造成する各地域の参考に資することを目的とした活用方策(地域への

還元、還流等)の検討を実施した。 

全応募企画の分析・整理については、応募企画の内容や特色を明らかにするために、①タ

ーゲット、②水の里への波及効果、③観光資源の魅力、④希少性・優位性、⑤工夫されてい

る点などの項目を整理した。 

活用方策の検討については、選考委員会におけるコメントや着地型観光の専門家による評

価コメントなどを還流するとともに、「水の里の旅」専用ホームページを作成し、広く水の里

の魅力を発信した。 

  ②コンテスト 2010の受賞企画のプロモーションの検討 

コンテスト 2010 の受賞企画に即したプロモーションのあり方を検討し、旅行業界による実

際のプロモーション活動に資するものとした。あわせて、プロモーションの一環として発注

者が実施予定のコンテスト 2010 の表彰式を支援した。 

また、「水の里の旅」受賞企画の詳細内容（行程や広報内容、広報先など）を把握した上で、

◆水の里の旅コンテスト
2010の整理と活用検討 

◆受賞企画のプロモーショ
ンの検討 

◆プロモーションの支援方
策の検討 

◆水の里ブランドの構築・
普及方法の検討 

◆流通業界との提携による
試行的取り組み 

◆持続発展的な事業スキー
ムの検討 

◆水の里マーク付与方法の
検討等 

１．観光のプロモーション 

３．持続的
な仕組みの
検討 

２．特産品のプロモーション

◆特産品情報の収集・整理

◆専門委員会 

◆検討会 

４．検討会・専
門委員会 

５．報告書の作成 
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ツアー実施に必要なプロモーションの後方支援のあり方を検討した。 

さらに、「水の里の旅」受賞者が企画しているツアーに参加し、他の参加者に対するヒアリ

ングや実施内容の観察を行い、企画ツアーの改善点や他資源との連携の可能性を探った。 

 

（3）特産品のプロモーション等に関する業務 

  ①特産品情報の収集、整理及び活用 

   【収集及び整理】 

発注者が実施している特産品情報の収集及び整理作業について助言、作業補助等を実施し

た。また、水源地域で活動している関係団体を通して特産品情報の充実を図った。 

上記作業で収集した特産品情報は、流通業界などに簡易かつ適切に情報提供できるように

整理した。 

   【流通市場への特産品情報の普及方策の検討】 

流通業界関係者との具体的な商談の実施、さらには水源地域特産品の販路拡大のためには、

まず、発注者が現在全国から収集している特産品情報を広く流通業界の関係者に知らしめ、

関心を喚起することが重要であると考えられる。そこで本業務では、収集・整理した特産品

情報を整理し、その普及のためホームページでの発信を検討した。 

  ②「水の里ブランド(仮称)」の構築、普及方策の検討 

水源地域ならではの魅力、特色を活かした「水の里」ブランド（仮称）を構築することに

よる差別化を行い、流通業者、ひいては消費者に広くアピールするための方策が必要である

と考えられる。そこで「水の里」ブランド（仮称）の構築、普及方策について検討した。 

検討にあたっては、「水の里」特産品」ブランドの具備すべき要件として考えられる生産地

や生産者、利用素材、製造方法などの「特産品」に相応しい項目とその評価方法、ブランド

認定のための条件を抽出・整理した。 

また、「水の里」特産品ブランドの普及方策として、「水の里」応援プロジェクトのシンボ

ルマークマークの募集について検討し、その募集を図った。 

 

（4）流通業界との連携による試行的取り組み 

  ①流通市場への特産品情報の普及方策の試行 

上記で検討した普及方策(リーフレットやホームページの作成など)を実際に試行した。 

  ②流通業界との連携によるフードフェアへの出展等 

検討した普及方策(食品展示会への出展など)を実際に試行した。 

 

（5）持続的な仕組み(事業スキーム)の検討 

観光及び特産品全般にわたって、持続的なプロモーション活動を行うための事業スキーム

を検討した。 

事業スキームの短期・中期・長期の発展形を段階的に描きながら、これらを達成するため

に必要な経営資源(運営主体、資金・機材、人材（ノウハウ）等)の要件を整理した。 

なお、事業スキームの発展形を検討するにあたっては、持続発展が可能な運営主体を複数

リストアップし、それらの可能性について比較した。 

また、「水の里」応援プロジェクトのシンボルマークにあたっては、シンボルマークの使用
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目的を設定し、類似事例の収集・整理を行った上で、リスク対策を組み込んだ付与の方法に

ついて比較検討を行った。そして、付与の条件、付与の方法、付与の主体、フォローアップ

の仕組みなどについて整理した。併せて、制度運用のための要項や必要書類等の様式の作成

を行った。 

上記までの検討をもとに、持続可能な事業スキームを構築するためのプロセスについて検

討し、今後必要な作業などを明らかにした。具体的には、到達すべき目標（アウトカム）を

設定した上で、現状の課題や障害事項等を整理し、短期、中期、長期的に達成・克服すべき

内容や支援策等を検討した。 

 

（6）水源地域(水の里)の共同プロモーションに関する検討会及び専門委員会の開催 

昨年度より設置・運営している検討会、専門委員会を開催した。 

 

(7) 報告書作成 

上記業務に関する報告書を作成した。 

 

4）成果品の内容、部数 

成果品名 数量 

報告書(A4版) 3 部

報告書の電子媒体(CD-R) 1 式

その他、監督職員が必要と認める資料 1 式
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第 2章 観光のプロモーション等に関する業務 

2-1  「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画の整理と活用方策の

検討 

1）受賞企画の概要整理 

平成 21年 12月 17日に公示された「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」

において、平成 22年 3月 30日に 68件の応募の中から各賞（大賞 1点、優秀賞 3 点、特別賞 5

点）の受賞者が選ばれ、第 16回日本観光博覧祭 旅フェア 2010において表彰式が実施された。 

受賞企画の概要を以下に示す。なお、全応募作品の概要については、2）「“水のめぐみ”と

ふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画の整理にて示す。 

＜大賞＞ 

●青森通リズム(株)（青森県） 

 未知の国の 水と遊び 水を知る旅～八甲田山の四

季が創る青森の水の知恵～   

【受賞作の概要（ポイント）】 

・一般的に知られていない景勝地の新しい魅力をアク

ティブな体験を通して発見! 

  ①湖上をカヌーで漕いで水鳥の眼になって 

   水と親しみ、名もない入り江や岩、大樹を探す 

  ②「奥入瀬の水」水で淹れる水出し珈琲 

  ③八甲田山麓の湧水が作り出した湖沼群の散策 

  ④人工河川など水にまつわる歴史を学ぶ 

   

 

 

 

 

 

 

 

＜優秀賞＞ 

●七ヶ宿町観光協会（宮城県） 

 水守の郷・七ヶ宿／あなたの中に眠っている「山･水・木々物語」ここにあります。 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・水守の郷づくりを行っている七ヶ宿町で、薪割

りや釜戸ご飯づくり、炭焼き、森林トレッキン

グ、水辺のカヌーなど様々な「大人の山がっこ」

体験を楽しみ、田舎のかあちゃんのお宿「民宿

大川屋」でおもてなし。 

＜湧水館の水出し珈琲と奥入瀬川＞
【ポイント１】

長い青森の冬は、7月初旬までも、八甲田山の山肌
に雪を残す、日本海から吹き込む雲は、八甲田山
に霧となり雨となって、多くの水資源を残す。
時を経て湧き水となり湖や沼となり、小さな渓流は
滝に姿を変え奥入瀬川に流れ込み、天然のミネラ
ル豊富な水となる。そんな水で入れたコーヒーは、
喉と心を癒してくれる。

＜カヌーで触れる十和田湖の水＞

【ポイント２】

さあ、水鳥の眼になって湖水と遊ぼう！
澄んだ湖水は、やがて奥入瀬渓流となり、その水は、
新渡戸一族の手によって人口河川となって、三本
木原を潤し、緑豊富な田園を作り、十和田市を流れ、
やがて太平洋に注ぐ。ここから、この十和田湖の水
の流れに沿った水の里の旅が始まります。

＜蔦温泉と湖沼間にある大樹＞

【ポイント３】

蔦温泉は、青森県の秘湯のひとつ！
ヒバ作りの湯船の底から自噴する天然掛け流しの
温泉です。また園内には八甲田山からの湧水がい
たるところに湖沼を創りだしています。その、6湖沼
を。のんびりと野鳥のさえずりや小渓流のせせらぎ
を聞きながら巡ります。
大樹に耳を寄せて、その鼓動を聞いてみましょう！

◆主な旅行メニュー
・七ヶ宿による薪割りや釜戸ごはん
づくり、炭焼き

・ダム管理所（監査廊探検）
・七ヶ宿公園（カヌー体験）
・森林トレッキング

◆主な旅行メニュー
・奥入瀬渓流（散策）
・宇樽部湖畔キャンプ場・カヌー体験
・法量農村公園の散策
・八甲田山麓の湧水が作り出した湖

沼群の散策
・新渡戸記念館（十和田市開拓の歴

史）
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●吉野川 食のツーリズム会議（徳島県・高知県） 

 吉野川の源流・食の探訪・青空キッチン 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・料理に関心を持つ人々をターゲットに、吉野川

河口のカリスマ漁師・村公一氏が食のツアーを

コーディネート。吉野川源流の環境、源流が育

んだ食材、源流が培った暮らしの文化を堪能し

ます。 

 

●(社)日田市観光協会（大分県） 

 「水と森の恵みに感謝」五感で感じる秋の水郷（す

いきょう）ツアー 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・３万本の竹灯籠が川面に映り幻想的な「千年あ

かり」、水の流れを利用した唐臼の音がこだます

る「小鹿田焼きの里」、 玖珠川のせせらぎを聞

きながら「天ヶ瀬温泉・露天風呂」など、五感

で感じる「水」物語を楽しめます。 

 

＜特別賞＞ 

●ＮＰＯ法人 最上川リバーツーリズムネットワーク（山形県） 

 ～アルク最上川～（歩く早さで感じる旅） 最上川

流域の景観・まち・文化・歴史を活用した観光推

進事業 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・壮大な最上川流域の自然・歴史・文化を感じな

がらガイトボランティアの引率で歩く旅である。 

 

 

●福島県大沼郡金山町（福島県） 

 水のふるさと「奥会津かねやま」の旅 / 多彩な水、

その「かたち」と「ちから」を訪ねて 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・通常の旅行では見ることができない「癒しの森」

「水のかたち」を一度に体験できる。 

 

◆主な旅行メニュー
・山の農家の食卓体験（萱葺きの家
の囲炉裏端、源流の暮らし体験）

・地元有機農家の畑から食材探し
・地元食材を使った料理コンペ、食
の交流会

◆主な旅行メニュー
・松原ダム遊湖乗船（ダム湖渓谷
の紅葉）

・千年あかり(点火体験・自由散策・
夕食）

・「天ヶ瀬温泉・露天風呂」の入浴
・「小鹿田焼の里」での焼き物体験

◆主な旅行メニュー
・最上川フットパスなどウオーキング
・小松織物工芸見学
・棚田百選の「椹平の棚田」見学 ・
七ヶ宿公園（カヌー体験）

◆主な旅行メニュー
・バス松坂峠ブナ林「癒しの森」散策
・「大源流米」水田見学
・沼沢湖カヌー体験or湖畔散策
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●水郷佐原観光協会（千葉県） 

 ぐるっと水郷舟遊び ／ 悠々満喫 さっぱ舟で

ゆく水郷佐原 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・全国でも珍しい水位調整閘門くぐり体験や舟内

で食する絶品郷土料理、四季に応じた水辺の花

の観賞などが楽しめる。 

 

 

●（財）いびがわ 生命(いのち)の水と森の活動セ

ンター（岐阜県） 

 日本一の徳山ダムと上流の豊かな自然にふれよう

／揖斐川源流水源地探索会 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・総貯水容量日本一・徳山ダムや徳山湖など上流

の豊かな自然に触れ、サワアザミのおやき、間

伐材を利用したマイ箸作りなどを体験できる。 

 

 

●（株）旅行屋（三重県） 

 地域の応援に支えられる五桂池「高校生レストラ

ン“まごの店”」 

【受賞作の概要（ポイント）】 

  ・宮川の清流で育まれた三重のブランド松阪牛調

理体験と勢田川の水上輸送で栄えた「伊勢河崎」

の町並み、日本で初めでの「川の駅」から「海

の駅」まで平成の「船参宮」気分を味わえる。 

 

 

◆主な旅行メニュー
・ぐるっと水郷舟遊び（水面目線から
観る自然風景と佐原の町並み）

・水辺観光（あやめ・コスモス・いちじ
くなど）

・佐原町並み散策 など

◆主な旅行メニュー
・徳山ダム学習、周辺散策
・水源地の横綱「シロビヤスギ」見学
・体験活動（間伐材を活用した「マイ
箸」、ヤマセミなど「バードオーナメ
ント」つくり） など

◆主な旅行メニュー
・「五桂池ふるさと村“まごの店”」に
て調理体験

・“おばあちゃんの店”で地元産品の
お買い物

・地元案内人による「河崎の町並
み・河崎商人館」のガイド

・和船「みずき」で船参宮の（勢田川
遊覧）気分を味わう
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2）「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画の分析・整理 

「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」企画の分析・整理するにあたり、

１．応募企画の概要、２．水の里の概要、３．応募企画の特徴、４．運営の概要の４項目で取

りまとめる。 

１．応募企画の概要では、エントリーシートに記載されている旅行の概要について整理する。

また、旅行の概要を踏まえて、旅行の主なテーマを抽出する。 

２．水の里の概要では、水の里が有する自然環境、水に関する認定、水文化の保全の取組を整

理し、水の里の地域活性化の可能性について整理する（認定、地域の取組など）。 

３．応募企画の特徴では、上記１．２．で整理した内容から、地域活性化を目的とした「水の

里の旅」での主なターゲット、水の利活用方法、地域への還元効果（経済波及効果）、希

少性・優位性などについて整理する。 

４．運営の概要では、予約方法、アクセス性、企画協力機関などの参加のしやすさなど整理す

る。 

以上の整理内容を踏まえ、全応募企画(68 件)について、全応募企画の分析・整理を実施した。

全応募企画の概要、整理に用いたエントリーシート、整理結果一覧表の一部を次頁以降に示す。

また、全応募企画の一覧表は巻末資料に示す。 

応募企画の内容や特色を明らかにするために、①ターゲット、②水の里への波及効果、③観

光資源の魅力、④希少性・優位性、⑤工夫されている点などの項目で整理し、評価した。 

整理結果から、水の里の旅行企画の特性、水の利活用方法などを把握した。 

表 2-1 応募企画の整理分類・項目 

分類 項目※ 備考※ 

◆タイトル  

◆都道府県 ／ 観光地名  
◆活かそうとしている「水」の特性・特徴  

◆旅行の目的  

◆主なテーマ  

◆主な観光ポイント（観光地など）  

◆日程  

◆実施時期  

◆アクセスの起点 出発地点 

◆旅行中の移動手段 旅行内の二次交通 

◆旅行企画のセールスポイント  

1.応募
企画の
概要 

◆ガイドの有無  

◆水に関する自然環境／水資源施設 河川、湖、滝、湧水、森林等、ダム、貯水池など2.水の
里の概
要 

◆水に関する認定 全国水の里百選、水源の森百選、名水百選など

◆主なターゲット 旅行の内容から、主なターゲットを整理 

◆水の利活用方法 
観る、触れる、食べる、聞く、感じる、活用する
など、水の利活用方法を整理 

◆波及効果 
水の里の旅を実施することによる地域への還元
効果 

3.応募
企画の
特徴 

◆希少性・優位性 財団法人観光資源台帳で観光資源の魅力を評価

◆予約方法  
◆運営組織  

◆企画協力機関  
4.運営
概要 

◆リンク 企画会社等のホームページアドレス 

    ※網掛け：エントリーシートから独自に整理する項目 
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(1)水の里の旅の応募一覧及び整理結果 
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図2-1 水の里の旅コンテスト2010 エントリーシート（大賞 青森通リズム(株)（青森県）） 
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表2-2 水の里の旅 応募企画の一覧表（一例） 

番号 タイトル
都道府県

観光地名

活かそうとしている「水」の特
性・特徴

旅行の目的 主なテーマ
主な観光ポイント
（観光地など）

日程
実施
時期

アクセ
ス
の起点

旅行中の移動
手段

旅行企画のセールスポイント ガイドの有無

水に関す
る自然環
境／水資
源施設

水に関する
認定

水文化の保
全の取組み

主な
ター
ゲット

水の利活用方法 波及効果
希少性・優位性
（観光資源台帳
より）

予約方
法

運営組
織

企画協力機関 リンク

3

未知の国の　水と遊び　水を
知るたび

八甲田山の四季が創る青森の
水の恵

青森県

・十和田湖
・奥入瀬渓流
・蔦温泉
・十和田市
・七戸町

十和田湖・奥入瀬渓流・八甲田
の湧水・八甲田山が作る湖沼群
と温泉

様々な水とのふれあい方法
によって、健康感（身体と
心）を高める旅。
参加者の体力に応じて、目
線を変えた水のスケールや
表情の違いとの対峙を体感

自然の散策・体験
に興味を持つ人々

・湧水館の水出し珈琲
・奥入瀬川
・カヌーで触れる十和田湖の
水
・蔦温県と湖沼間にある大樹
・法量農村公園
・十和田市立新渡戸記念館
・水を利用した婆古石の農家
レストラン

２泊
３日

春
夏
秋

JR八戸
駅（新
幹線は
やて
など）

定期観光バス
貸切観光バス

・湖上でのカヌー体験
・奥入瀬の水で入れる淹れる水出し珈琲
・山麓の湧水が作り出す湖沼群の散策
・人工河川など水にまつわる歴史を学ぶ

あり
（奥入瀬観光ボランティア
協会）
（1,350円)

・渓流
・湖沼
・湧水
・河川

・水の郷百選
（十和田市）
・平成の名水百選
（十和田市：沼袋
の水）

・奥入瀬渓
流エコツー
リズムプロ
ジェクト
など

自然の
散策・
体験に
興味を
持つ
人々

・観る
（散策等）
・触れる
（温泉、カ
ヌー）
・食べる
（水出し珈琲）
・聞く
（ブナ林の樹間
流）
・活用する
（水田開拓）

・地域ガイ
ドボラン
ティアの活
用
・地域食材
の活用
・地元宿泊
所の活用

・十和田語
（SA）
・奥入瀬渓流
（SA）

旅行会
社への
連絡

青森通
リズム
株式会
社

①十和田市観光協会
（調整・情報発信）
②十和田市観光課・七戸町観光課・農林課
（情報提供・発信）
③上北地域県民局
（関係市町村との調整）
④ノースビレッヂ
（カヌー指導・キャンプ指導や企画）
⑤奥入瀬観光ボランティア協会
（奥入瀬ガイド）
⑥蔦温泉
（蔦6沼のガイド）
⑦十和田湖民宿協会
（宿泊・住民との交流）
⑧湧水館
（工場案内と水製品の提供）

http://www.ao
mori-
tourism.jp/de
tail.html?t=7
00

14

水守の郷・七ヶ宿

あなたの中に眠っ
ている「山・水・木々物語」
ここにあります。

宮城県

・七ヶ宿町

ダム及びダム湖周辺を含む、食
を絡めた源流ツーリズム

炭焼きは地球を救う
自然の散策・体験
に興味を持つ人々

・七ヶ宿公園
・水守の郷　七ヶ宿
・水と歴史の館
・ダム展望台
・七ヶ宿ダム管理所
・長老湖
・やまびこつり橋
・南蔵王青少年旅行村
・せせらぎの里

２泊
３日

春
夏
秋

七ヶ宿
公園
（東北
本線白
石駅下
車。宮
城交通
バス関
行き）

路線バス、レ
ンタサイクル
★、カヌー

・薪割りや釜戸ごはんづくり
・炭焼き
・森林トレッキング
・水辺のカヌー

あり

七ヶ宿町観光協会/各種団
体の連絡調整・ガイド等

旅行村運営友の会/森林ト
レッキングガイド

・湖沼
・ダム
・湧水

・水の郷百選
（七ヶ宿町）

・水守人の
会
・水守の郷
まちづくり
ネットワー
ク（水源地
域ビジョ
ン）
など

自然の
散策・
体験に
興味を
持つ
人々

・観る
（トレッキング
等）
・触れる
（カヌー）
・活用する
（台所に利用）

・間伐材の
使用
・地域食材
の活用
・地元宿泊
所の活用

無し 不明
七ヶ宿
町観光
協会

①七ケ宿町観光協会
（各種団体の連絡調整・ガイド等）
②NPO法人水守の郷・七ヶ宿
（大人の山がっこ体験）
③道の駅「七ヶ宿」
（食材提供）
④旅行村運営友の会
（森林トレッキングガイド）
⑤七ヶ宿観光タクシー
（路線バス）
⑥民宿大川屋
（宿泊）

不明

59 吉野川 食のツーリズム会議

徳島県
・祖谷峡谷

高知県
・嶺北地域

・吉野川源流地域の食文化
・おいしい食材を育む源流環境
・山を守り、おいしい食材を育
ててきた人々

漁師や農家と一緒に、下流
から上流まで一緒に訪れる
流域の旅

料理に関心を持つ
人々

・吉野川の源流散策
・源流・東祖谷ちいおいトラ
スト（萱葺きの家の囲炉裏
端、源流の暮らし体験）
・源流・土佐町
（食材探し、水辺の散歩）
・青空キッチン

１泊
２日

夏
秋

徳島空
港

鉄道（ＪＲ土
讃線）、
観光タクシー

・吉野川河口のカリスマ漁師が食のツアー
をコーディネート
・吉野川源流体験
・源流が育んだ食材、源流が培った暮らし
の文化を体験

あり
（地元漁師）、

★ちいおりトラストスタッ
フと農家さんのお出迎え、
食卓体験、等あり

・河川
（源流）

・水源の森百選
（吉野川源流の
森）

・里山の風
景をつくる
会
など

料理に
関心を
持つ
人々

・食べる
（水に関する食
材）
・観る
（散策）

・地元住民
の雇用
・地域食材
の活用
・地元宿泊
所の活用

・吉野川（B） 不明
株式会
社HAKKL

①株式会社HAKKL
（プロデュース）
②漁師 村公一
（ディレクション）
③山下農園
（源流地域で有機野菜及び場所の提供）
④ 庵トラスト
（源流地域で食文化体験プログラムの提供）
⑤NPO法人れいほく活性化機構
（源流地域の人材コーディネート）

不明

62

「水と森の恵みに感謝」五感
で感じる
秋の水郷（すいきょう）ツ
アー

大分県

日田市

　水面に映る風景（明かり・紅
葉）を中心に、「水」が育む
「食」、「水」上での「舟遊
び」、「音」「マイナスイオ
ン」などの特性を活かす。

秋の日田市、「水郷（すい
きょう）」ならではの水の
風情を五感で感じながら、
思う存分楽しむこと

地域文化・歴史に
関心を持つ人々

・松原ダム「遊湖」
・水辺の里おおやま
・サッポロビール九州日田工
場
・朝霧の館
・「千年あかり」の点火体験
・慈恩の滝
・いいちこ日田蒸留所

１泊
２日

秋
JR日田
駅

観光バス（借
り上げ）、
船、徒歩

・３万本の竹灯籠が川面に映り幻想的な
「千年あかり」の点火体験
・水の流れを利用した唐臼の音がこだます
る「小鹿田焼の里」
・玖珠川のせせらぎを聞きながら「天ヶ瀬
温泉・露天風呂」
など五感で感じる「水」物語を楽しむ

記載なし

★遊湖乗船、ビール工場見
学、等あり

・湖沼
・渓谷
・ダム
・河川

・水の郷百選（日
田市）

・リバー
フェスタin
みくま川実
行委員会
など

地域文
化・歴
史に関
心を持
つ人々

・食べる
（お酒、水を活
かした地元食
材）
・触れる
（乗船）
・聞く
（せせらぎ）
・感じる
（マイナスイオ
ン）

・地域食材
の活用
・地元宿泊
所の活用

無し 不明

社団法
人
日田市
観光協
会

①大山夢工房
（水辺の郷おおやまでのランチ）
②サッポロビール九州日田工場
（工場見学）
③筑後川河川事務所日田出張所
（朝霧の館　見学）
④千年あかり実行委貝合
（着火体験場所設定）
⑤天ヶ瀬温泉旅館組合
（宿泊対応）
⑥天瀬グリーンツーリズム研究会
（柚子胡椒づくり）
⑦小鹿田焼同業組合
（窯元見学）
⑧いいちこ日田蒸留所
（工場見学）

http://www.oi
dehita.com/

6

～アルク最上川～（歩く早さ
で感じる旅）

最上川流域の景観・まち・文
化・歴史を活用した観光推進
事業

山形県

最上川上流域 長井市
白鷹町
朝日町
大江町

・最上川のスケールの大きさ
・川沿いに整備されたフットパ
ス（散策路）等を活用し、複数
の町の資源を歩きながら、
川風を感じ最上川の歴史や文化
にふれあう
・最上川上流域の歴史的な建築
物（舟運によって発展した町）
・観光資源の解説を地元山形弁
を交えながら、ボランティアガ
イドが案内

最上川のスケールの大きさ
を肌（自分の足）で感じて
いただく旅 地元の人と歩
きながら交流し、コミュニ
ティを深めいただく旅

・ウオーキングに
興味のある人々

・長井市あら町（東講商人
鑑）
・白鷹町佐野原岩盤
・朝日町旧明鏡橋
・大江町 旧最上橋
・白鷹町 最上川橋梁（日本初
といわれているトラス型鉄
橋）
・朝日町 棚田１００選に選ば
れた「椹平」

１泊
２日

秋
山形・
赤湯駅

・鉄道（JR、
フラワー長井
線）
・バス
・徒歩（フッ
トパスによる
散策）

最上川流域の自然・歴史・文化を感じなが
らアルク
・最上川流域のフットパスによる景観
・ガイドボランティアが引率による詳細な
説明・やり取り（五人に一人のボランティ
アガイドが付き）
・山形ならではの食事・温泉

ボランティアガイド（地元
山形弁）

2,000円×4人（8,000円÷
参加人数）20人で一人400
円

参加者5人に１人のガイ
ド。

ながい黒獅子の里案内人、
しらたか旅先案内人、朝日
町エコミュージアム案内人
の会、大江町観光ボラン
ティアガイドの会

・河川
・棚田
・温泉

・水の郷百選（長
井市）

（未調査）

・ウ
オーキ
ングに
興味の
ある
人々

・体験する
（最上川流域の
フットパスによ
る自然景観、ス
ケール）
・学ぶ
（歴史・文化）

・地域ガイ
ドボラン
ティアの活
用
・地元ロー
カル鉄道の
使用
・地元宿泊
所の活用

朝日岳（B) 不明

ＮＰＯ
法人 最
上川リ
バー
ツーリ
ズム
ネット
ワーク

①ながい黒獅子の里案内人（ガイドボランティア）
②しらたか旅先案内人（ガイドボランティア）
③朝日町エコミュージアム案内人の会（ガイドボラン
ティア）
④大江町観光ボランティアガイドの会（ガイドボラン
ティア）
⑤はぎ苑・パレス松風・テルメ柏稜（施設利用・バス
利用）
⑥ＮＰＯ法人 長井まちづくりＮＰＯセンター（企画・
段取り）
⑦ＮＰＯ法人 朝日町エコミュージアム協会（企画・段
取り）
⑧各市長の観光協会（広報・受付）

http://www.mo
gami-
river.net/
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水のふるさと「奥会津かねや
ま」の旅

多彩な水、その「かたち」と
「ちから」を訪ねて

福島県

金山町

・豊かなブナ林に育てられた里
山。
・大きな流れとなった水を利用
した発電ダム
・地下から湧出する天然炭酸水
や炭酸含有温泉。
・水が有する「かたち」と「ち
から」

・人々の暮らしと水の関わ
りを楽しみながら体感
・水の循環システムや地球
環境の大切さを学ぶ
・「癒」「食」「学」を
キーワードに、町内の水資
源スポットを巡り、水の恵
みを体感

・水の循環システ
ムや地球環境に関
心を持つ人々

・松坂峠のブナ林「癒しの
森」
・大塩地区炭酸泉
・滝沢川の「おう穴」群
・野尻川の足湯
・町内にある水力発電施設
・只見川の川霧とJR只見線

１泊
２日

春
夏

新白河
駅

バス、
ＪＲ、
徒歩★

・世界的にも希尐な雪食地形が見られる

・通常では見ることができない松坂峠のブ
ナ林、大塩炭酸泉の井戸、滝沢川「おう
穴」群、第二沼沢発電所、上田発電所、只
見川の川霧などその姿を変えて流れる一連
の「水のかたち」を一度に体験
・ローカル鉄道と大自然が只見川の水面に
映る絶景の中を走
・広く紹介されていない地域の水の宝を地
域の人が丁寧に案内

地域住民：
金山町観光情報センター、
横田コミュニティー、大塩
地区天然炭酸水保存会、会
津若松建設事務所、東北電
力㈱会津若松支社

・水源地
（ブナ
林）
・発電所
（水利
用）
・河川
・地下水
（温泉）
・湖沼

― （未調査）

・水の
循環シ
ステム
や地球
環境に
関心を
持つ
人々

・水の循環を学
ぶ
（一連の流れ）
・食べる
（ミネラル豊富
な米）
・体感する（温
泉、散策など）

・地域食材
の活用
・地域人材
の活用

・只見川（B)

不明
（一部
はＪＲ
により
商品企
画化）

福島県
大沼郡
金山町

①金山町役場地域振興課（企画、総括）
②金山町観光情報センター（企画、総合案内、通訳）
③横田コミュニティー（癒しの森、案内説）
④大塩地区天然炭酸水保存会（炭酸水、案内説明）
⑤会津若松建設事務所（企画、ルート案内）
⑥奥会津カヌークラブ（カヌー体験）
⑦東北電力㈱会津若松支社（発電施設案内説明）

http://www.to
wn.kaneyama.f
ukushima.jp/
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(2)水の里の旅のターゲットの把握 

    水の里の旅の目的の内容から、主なターゲ

ットの傾向を把握した。 

各企画の目的の内容から、ターゲットのカ

テゴリの分類を実施した。その結果、「水源

地の自然の散策・体験・景観に関心がある層」、

「地域の水文化・歴史に関心（街並み・舟運

等）がある層」など、その他を含め８つのタ

ーゲットに分類し分析した。 

割合が一番高い分野は、水源地の自然散策

など（29.9％）、地域の水文化・歴史（29.9％）

と続く。 

    また、水辺体験に興味、料理愛好家、健康志向、ウオーキング愛好家など、ターゲットを専

門的に絞ったものも提案されている。 

 

(3) 水の里の旅のテーマの把握 

    水の里の旅の内容から、水の里の旅のテーマを整理し、整理したテーマから、キーワードを

抽出して分類した。また、１企画で複数のテーマを有している企画については、複数のテーマ

を抽出した。 
テーマの一例とテーマから抜き出した主なキーワードを以下に示す。キーワードは水の里の

旅を企画した応募者がイメージする水の里のキーワードであることから、これらのキーワード

の内容を一般の人に伝えることが求められる。 

   ＜テーマの一例＞ 
・様々な水とのふれあい方法により健康感（身体と心）を高める旅 
・ダム及びダム湖周辺を含む、食を絡めた源流ツーリズム 
・源流が育んだ食材、源流が培った暮らしの文化を堪能 
・トレッキングを加えたヘルスツーリズム 

 

＜主なキーワード＞ 
 ◆水に関連する自然環境 
  水源地・水源林、河川、源流、流域、湧水、水循環、里山、温泉、地球環境、

水の里、地下水 など 
 ◆各種施設 
  ダム、フットパス など 
 ◆歴史・文化・体験など 
  トレッキング、カヌー、歴史・文化、食事・食材、郷土芸能、舟運 など 
 ◆水に対するイメージ 
  風情、神秘性、癒し など 

水
源
地
の
自
然
の
散

策
・体
験
・
景
観
に
関

心
が
あ
る
層

地
域
の
水
文
化
・歴
史

に
関
心
（街
並
み
・
舟

運
等
）
が
あ
る
層

そ
の
他

水
辺
体
験
に
興
味
カ

ヌ
ー
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

等
）
に
関
心
が
あ
る
層

料
理
体
験
に
関
心
が

あ
る
層
（シ
ェ
フ
・
料
理

人
・料
理
教
室
）
）

健
康
志
向
（
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
に
関
心

が
あ
る
層

冬
の
水
源
地
に
関
心

が
あ
る
層
（
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
な
ど
）

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
関

心
が
あ
る
層

29.9% 29.9%

10.4%

4.5% 4.5%
3.0% 3.0%

6.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

図 2-2：水の里の旅のターゲット 
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(4) 水の里への波及 

    水の里の旅の内容から、水の里の旅を実

施することによる地域への波及を整理し

た。 

地域への波及効果について、カテゴリの

分類を実施した。その結果、「地元宿泊場

所の活用」、「地元食材の活用」など、大

きく６項目に分類した。 

割合が一番高い分野は、地元宿泊所の活

用（65.7％）、地元食材の活用（65.7％）、

２次交通利用（52.2％）と続く。 

    また、水辺の再生、間伐材の利用、清掃

活動など、環境保全に波及する旅行は少な

い結果であった。 

 
 (5) 水の利活用方法と内容 

    水の里の旅の行程から、水の里の旅で体

験できる、水の利活用方法を整理した。 

水の利活用方法を「見る」、「聞く」、

「触れる」、「食べる」、「感じる」など

大きく７項目に分けられ、割合が一番高い

分野は、体験する（77.6％）、見る（62.7％）、

食べる（61.2％）と続く。利活用方法の主

な取組みは以下の通りである。 

・体験する（カヌー、トレッキング、料理体験など） 

・見る（自然観察、瀑布見学、水辺の街並みなど） 

・食べる（水（湧水）、郷土料理、高原野菜など） 

・学ぶ（地域の歴史、生態系、水循環など） 

・触れる（生き物探し、温泉など） 

・感じる（マイナスイオン測定）、聞く（せせらぎ） 

 

 (6) 特性整理の結果の考察 

    上述の分析結果から言えることは以下の通りである。今後は、「水の里の旅」の魅力を広く伝

達していくこと、ターゲットに対応した販売促進をバックアップしていくことが求められる。 
・水の里の旅のターゲットは、水源地域の自然や文化・歴史に興味がある層、健康志向層など

であり、これらのターゲットに対応した販売促進が求められる。 

・水の里の旅が、「体験する」、「食べる」、「見る」、「学ぶ」などの多様な要素を有する

ことを、広めていくことが必要である。 

・地域への波及は意識されているが、環境保全などの波及を意識した企画は多くなく、このよ

うな要素も組み合わせることも一計である。 

65.7% 65.7%

56.7%

49.3%

7.5%
3.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

地元宿泊場所の活用

地元食材の活用

２次交通利用（バス・タクシー・ローカル線）

地域ガイド（インストラクター、愛好家など）の活用

環境保全（間伐材の使用、清掃活動など）

地元住民の雇用

図 2-3：水の里への波及内容 

77.6%

62.7% 61.2%

41.8%

16.4%

9.0%
3.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

体験 する
食べる 見 る 学ぶ

触れる
感じる 聞 く

図 2-4：水の利活用方法と内容 



18 

3）「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画の活用方策の検討 

「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画の活用方策の検討に

ついては、選考委員会のコメントや着地型観光の専門家による評価コメントなどを還流すると

ともに、「水の里応援プロジェクト」ホームページを作成し、広く水の里の魅力を発信した。 

着地型観光の専門家による評価コメントについては、「社団法人全国旅行業協会」（ANTA）及

び大手の旅行代理店にヒアリングを実施した（P-44参照）。また、「水の里応援プロジェクト」

ホームページの作成の内容については、第 3章に示す。 

 

(1)水の里の旅コンテスト 2010の評価コメントの整理 

「“水のめぐみ”とふれあう水の里の旅コンテスト 2010」の全応募企画の活用方策の検討

するため、「水の里の旅コンテスト 2010」の審査委員会議事の内容を元に、選考委員会にお

けるコメントを整理した。整理結果を以下に示す。 

 

①受賞企画の主な選定理由について 

【大賞１点】 

・プロモーションを実施しやすい旅行として選定 

◆青森通リズム(株)（青森県）  

未知の国の 水と遊び 水を知る旅～八甲田山の四季が創る青森の水の知恵～ 

・体験・食など内容的にバランスがとれ、観光地の資源の組み合わせが行なわれており、

観光客を引き付ける魅力がある。 

・プロモーションしやすい旅行プランであり、奥入瀬という有名資源のみならず、地域

の歴史や生活を体験できる「着地」の要素として魅力が高い。また、旅行者を引きつ

ける有名観光地に「＋α（水に関するテーマ性、食、体験）」の波及効果が期待できる。 

・さらに、水にまつわる伝説など、語り部との「地元とのふれあい」の要素を加えると

なお良い商品となりえる。 

 

【優秀賞３点】 

・地域のふれあいを重視した旅行として選定 

◆七ヶ宿町観光協会（宮城県）  

水守の郷・七ヶ宿／あなたの中に眠っている「山･水・木々物語」ここにあります。 

・地域の人や日常生活との関わりが旅の企画に込められており、日常生活を体験できる

コースが整備されている。 

◆吉野川 食のツーリズム会議（徳島県・高知県）  

吉野川の源流・食の探訪・青空キッチン 

・関係団体との連携の体制がしっかり構築されている。全行程を通じて同じガイドが案

内するなどの配慮が良い。また、地域の人や日常生活とのふれあいを感じ取れる。 

◆(社)日田市観光協会（大分県）  

「水と森の恵みに感謝」五感で感じる秋の水郷（すいきょう）ツアー 

・水源地域振興の観点として、建設中の大山ダムが存在し水源地域としては、イメージ

しやすい地域。 
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【特別賞５点】 

・地域バランス、完成度、旅フェア開催地への配慮等を考慮して選定 

◆ＮＰＯ法人 最上川リバーツーリズムネットワーク（山形県） 

～アルク最上川～（歩く早さで感じる旅） 最上川流域の景観・まち・文化・歴史を活用

した観光推進事業 

◆福島県大沼郡金山町  

水のふるさと「奥会津かねやま」の旅 / 多彩な水、その「かたち」と「ちから」を訪ねて 

◆水郷佐原観光協会（千葉県）  

ぐるっと水郷舟遊び / 悠々満喫 さっぱ舟でゆく水郷佐原   

◆（財）いびがわ 生命(いのち)の水と森の活動センター（岐阜県）  

日本一の徳山ダムと上流の豊かな自然にふれよう／揖斐川源流水源地探索会 

◆（株）旅行屋（三重県） 

地域の応援に支えられる五桂池「高校生レストラン“まごの店”」   

 


